
名古屋高速道路公社における地域防災に関する取組事例
【地域防災に関する主な取組事例】
①地震等の災害時における地域との協力体制の強化を推進
②陸上自衛隊第10師団と地震等の災害発生時の相互協力において連携を図る協定を締結

名古屋高速道路は、現在、中部地方幹線
道路協議会の道路啓開オペレーション計画
で広域支援ルートに指定されており、地震
発生後には緊急交通路や緊急輸送道路とし
て速やかに道路啓開する必要がある。
一方、自衛隊法や防衛白書によると、自

衛隊は、我が国の安全に重要な影響を与え
る事態に対応して行う安全の確保に資する
活動、被害救援活動などが任務の一つとさ
れている。

①災害時に地域との協力体制の強化

②陸上自衛隊第10師団との連携協定

※災害時における協定締結等については
ご相談下さい。
（立地条件、安全性等を考慮した結果、
協定締結が困難な場合もあります。）

(社)愛知県建設業協会、(社)日本橋梁建
設協会、(社)建設コンサルタンツ協会中部
支部と災害時における所管施設の緊急的な
災害応急対策の支援に関する協定を始め、
災害復旧に関する相互協力を進めている。

⾃衛隊師団⻑と公社理事⻑による協定調印式の様⼦

このため、名古屋高速道路公社は自衛隊
と災害発生時の相互協力における連携を図
ることを目的に協定を締結している。
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